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【手続補正書】
【提出日】平成25年7月5日(2013.7.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
複数のＰＬＣ機能が可能なプログラマブルロジックコントローラ（ＰＬＣ）であって、
ＰＬＣ機能の各々に割り当てられた１つまたは複数のプロセッサと、
前記プロセッサに結合されると共に複数のプログラムまたはデータの少なくとも１つを格
納する少なくとも１つのメモリと、
相互の通信を可能にするように前記ＰＬＣ機能の各々に対応する前記プロセッサを接続し
ている複数のチャンネルと、
を備えており、
ＰＬＣ機能のうちの少なくとも２つが並列に動作する、プログラマブルロジックコントロ
ーラ（ＰＬＣ）。
【請求項２】
前記メモリはその各々が１つのＰＬＣ機能と直接関連付けされている複数の第１及び第２
のメモリを備えていると共に、該第１のメモリはプログラム及び中間結果を配置させかつ
該第２のメモリはプロセッサ間の通信中のデータフロー変数を配置させている、請求項１
に記載のＰＬＣ。
【請求項３】
第２のメモリをその間接的に関連するＰＬＣ機能に対応したプロセッサとそれぞれ接続し
ている複数のチャンネルをさらに備える請求項２に記載のＰＬＣ。
【請求項４】
前記プロセッサはシンクフェーズとランフェーズを周期的に循環すると共に、ＰＬＣ機能
の各々に対応するプロセッサはシンクフェーズでは互いにデータを交換しかつランフェー
ズではメモリ内に格納されたプログラムを実行する、請求項１に記載のＰＬＣ。
【請求項５】
前記プロセッサは、すべてのプロセッサが対応するプログラムを完了したときにランフェ
ーズからシンクフェーズに同時に切替わる、請求項４に記載のＰＬＣ。
【請求項６】
前記プロセッサは、事前定義の最大時間期間に到達したときにランフェーズからシンクフ
ェーズに同時に切替わる、請求項４に記載のＰＬＣ。
【請求項７】
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前記メモリは、その各々が１つのＰＬＣ機能と関連付けされている複数のプログラムメモ
リと、第１のメモリ及び第２のメモリを備えたｐｉｎｇ－ｐｏｎｇバッファと、を含む、
請求項１に記載のＰＬＣ。
【請求項８】
前記プロセッサは、第１のメモリ及び第２のメモリへのアクセスを交替式に有するＩＯ走
査プロセッサ及び論理解法プロセッサを含む、請求項７に記載のＰＬＣ。
【請求項９】
第１のメモリ及び第２のメモリをプロセッサとそれぞれ接続していると共にプロセッサに
よる第１のメモリまたは第２のメモリへのアクセスを制御している２つの調停器をさらに
備える請求項７に記載のＰＬＣ。
【請求項１０】
前記調停器に接続させた保護機構をさらに備えると共に、該保護機構は２つ以上のプロセ
ッサが第１のメモリまたは第２のメモリの同じ１つのエリアにアクセスするときに該プロ
セッサに対する優先度を設定する、請求項９に記載のＰＬＣ。
【請求項１１】
前記第１のメモリがｐｉｎｇバッファでありかつ前記第２のメモリがｐｏｎｇバッファで
あると共に、該ｐｉｎｇバッファとｐｏｎｇバッファは入力データ及び出力データを格納
するために同様の空間を有する、請求項７に記載のＰＬＣ。
【請求項１２】
複数のＰＬＣ機能が可能であるような、複数のプログラムまたはデータの少なくとも１つ
を格納する少なくとも１つのメモリとＰＬＣ機能の各々に割り当てられると共に該メモリ
に結合された１つまたは複数のプロセッサとを備えるプログラマブルロジックコントロー
ラ（ＰＬＣ）を動作させる方法であって、
（ａ）ＰＬＣ機能の各々に対応するプロセッサを同時にイニシャライズするステップと、
（ｂ）プロセッサを用いて対応するプログラムを目下の掃引サイクルで実行することによ
ってＰＬＣ機能を並列に動作させるステップと、
（ｃ）目下の掃引サイクルでプロセッサを用いることによって並列にデータを交換するス
テップと、
（ｄ）次の掃引サイクルにおいてプロセッサをステップ（ｂ）に切替え、プロセッサがそ
れぞれに要求されたすべてのプログラムを完了するまでステップ（ｂ）、（ｃ）及び（ｄ
）を周期的に実行するステップと、
を含む方法。
【請求項１３】
前記メモリはその各々が１つのＰＬＣ機能と関連付けされている複数の第１及び第２のメ
モリを含むと共に、ステップ（ｂ）の間に生成された中間結果を該第１のメモリ内に配置
するステップと、ステップ（ｃ）の間に他のプロセッサからのデータフロー変数を該第２
のメモリ内に配置するステップと、をさらに含む請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
ステップ（ｄ）の間において事前定義の最大周期に到達したときに次の掃引サイクルです
べてのプロセッサをステップ（ｂ）に同時に切替えている、請求項１２に記載の方法。
【請求項１５】
ステップ（ｄ）の間にすべてのプロセッサが対応するプログラムを目下の掃引サイクルで
完了したときに次の掃引サイクルにおいてすべてのプロセッサをステップ（ｂ）に同時に
切替えている、請求項１２に記載の方法。
【請求項１６】
その各々が複数のＰＬＣ機能が可能な複数のプログラマブルロジックコントローラ（ＰＬ
Ｃ）と、
前記ＰＬＣを接続する複数のシステムリンクと、
前記ＰＬＣを１つまたは複数のデバイスと接続する複数のＩＯモジュールと、を備えるプ
ログラマブルロジックコントローラ（ＰＬＣ）システムであって、各ＰＬＣは、
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ＰＬＣ機能の各々に割り当てられた１つまたは複数のプロセッサと、
前記プロセッサに結合されると共に複数のプログラムまたはデータの少なくとも１つを格
納する少なくとも１つのメモリと、を備えており、
前記プロセッサは複数の論理解法プロセッサを含み、
ＰＬＣ機能のうちの少なくとも２つが並列に動作している、プログラマブルロジックコン
トローラ（ＰＬＣ）システム。
【請求項１７】
前記システムリンクが低電圧差動信号（ＬＶＤＳ）である、請求項１６に記載のＰＬＣシ
ステム。
【請求項１８】
各ＰＬＣは、相互の通信を可能にするようにＰＬＣ機能の各々に対応するプロセッサを接
続している複数のチャンネルを備えている、請求項１６に記載のＰＬＣシステム。
【請求項１９】
前記メモリはその各々が１つのＰＬＣ機能と関連付けされている複数の第１及び第２のメ
モリを備えていると共に、該第１のメモリはプログラム及び中間結果を配置させかつ該第
２のメモリはプロセッサ間の通信中のデータフロー変数を配置させている、請求項１６に
記載のＰＬＣシステム。
【請求項２０】
前記第２のメモリはさらに、システムリンクを通じて送られるデータをそれぞれ格納する
ように専用としたシステム入力ドメインとシステム出力ドメインを備えている、請求項１
９に記載のＰＬＣシステム。
【請求項２１】
前記メモリは、その各々が１つのＰＬＣ機能と関連付けされた複数のプログラムメモリと
、第１のメモリ並びに入力データ及び出力データを格納するための該第１のメモリと同じ
空間を有する第２のメモリを備えたｐｉｎｇ－ｐｏｎｇバッファと、を含む、請求項１６
に記載のＰＬＣシステム。
【請求項２２】
前記ｐｉｎｇ－ｐｏｎｇバッファは第１のメモリ及び第２のメモリをプロセッサとそれぞ
れ接続している２つの調停器を備えており、かつ該調停器はプロセッサによる第１のメモ
リまたは第２のメモリへのアクセスを制御している、請求項２１に記載のＰＬＣシステム
。
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